
全
市
民
に
向
け
て

唯
一
の
情
報
伝
達
ツ
ー
ル

　　
「
広
報
し
ょ
う
ば
ら
」
は
、
毎
月
１
回
市

が
発
行
し
て
い
る
市
民
向
け
の
情
報
紙
で
、

市
の
施
策
や
動
き
、
市
内
で
起
こ
る
出
来
事

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
、
紙
面
で
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。市
の
情
報
は
、行
政
文
書
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

が
、そ
の
中
で
も
「
広
報
し
ょ
う
ば
ら
」
は
、

全
市
民
に
届
く
唯
一
の
広
報
媒
体
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
情
報
化
社
会
に

な
ぜ
広
報
紙
な
の
か

　　

現
代
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
情
報
を

入
手
す
る
時
代
で
す
。
机
の
上
で
簡
単
に
世

界
各
地
の
情
報
を
入
手
で
き
ま
す
が
、
そ
れ

は
自
分
か
ら
情
報
を
得
よ
う
と
し
な
け
れ
ば

手
に
入
り
ま
せ
ん
し
、
何
よ
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
使
え
る
環
境
が
必
要
で
す
。

　

反
面
、
広
報
紙
は
各
世
帯
に
必
ず
届
く
の

で
、
家
の
ど
こ
か
に
置
い
て
あ
れ
ば
手
に
し

て
読
ん
で
も
ら
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
月
そ
の
月
の
情
報
を
ま
と
め

て
い
る
の
で
、
い
つ
何
が
あ
っ
た
か
と
い
う

の
を
把
握
す
る
の
に
と
て
も
重
宝
し
ま
す
。

市
役
所
の
公
文
書
は
保
存
期
限
が
決
め
ら

れ
、
期
限
を
過
ぎ
る
と
廃
棄
さ
れ
ま
す
が
、

広
報
紙
は
永
久
保
存
文
書
と
し
て
後
世
ま
で

残
さ
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？
「
音
声
広
報
」

　

目
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
、
音
声
広
報

を
作
成
し
届
け
る
活
動
を
30
年
以
上
続
け
て

い
る
グ
ル
ー
プ
が
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
声
の
友
」
は
、

毎
月
広
報
し
ょ
う
ば
ら
発
行
後
に
集
ま
り
、

音
声
広
報
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

収
録
作
業
は
、
専
用
の
録
音
機
を
使
っ
て

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
声
を
吹
き
込
ん
で
い
き

ま
す
が
、
ペ
ー
ジ
や
内
容
ご
と
に
メ
ン
バ
ー

を
入
れ
替
え
な
が
ら
、
約
４
時
間
か
け
て
広

報
し
ょ
う
ば
ら
を
読
み
上
げ
収
録
し
ま
す
。

「
聞
く
人
が
で
き
る
だ
け
聞
き
や
す
い
よ
う

に
」
と
、録
音
と
再
生
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

納
得
い
く
ま
で
収
録
作
業
を
進
め
ま
す
。
収

録
し
終
え
た
テ
ー
プ
は
、
利
用
者
の
人
数
分

ダ
ビ
ン
グ（
複
製
）し
、
利
用
者
の
も
と
へ
郵

送
。
収
録
は
広
報
し
ょ
う
ば
ら
の
ほ
か
、「
市

議
会
だ
よ
り
」

や
「
社
協
だ
よ

り
」
も
行
っ
て

い
ま
す
。
利
用

者
か
ら
は
「
い

つ
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
」「
読

み
上
げ
る
声

（
人
）
が
変
わ

る
の
で
た
い
く
つ
せ
ず
に
聞
け
る
」
と
好
評

で
す
。

　

長
年
続
け
て
き
た
活
動
で
す
が
、
現
在
は

11
人
の
利
用
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
代
表

の
山
下
明
子
さ
ん（
峰
田
町
）
は
「
お
そ
ら

く
目
の
不
自
由
な
方
は
も
っ
と
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
う
。
利
用
料
は
無
料
な
の
で
、

文
字
を
見
る
の
が
し
ん
ど
く
な
っ
て
き
た
と

い
う
方
も
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
60
歳
以

上
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
一
緒
に

活
動
し
て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー
を
募
っ
て
い
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
は
、
山
下
明
子
代
表
（
☎

０
８
２
４
‐
７
８
‐
２
６
２
０
）
ま
で
。

より親しまれる広報紙へ　　　
皆さんの声をお寄せください
　広報紙で詳しく説明したつも
りでも、伝わらなければ理解は
得られません。ましてや、読んで
いただかなければ出す意味があ
りません。広報紙は読者の皆さ
んの声によって作られます。
　今後も皆さんが読んでみたい
と思える紙面づくりに努めてい
きます。ご意見ご感想を情報政
策課広報広聴係（☎0824-73-
1159）までお寄せください。

市内女性16 人のグループ。
庄原市ふれあいセンターを拠点に活動している。

　毎月広報しょうばらを読んでいます
が、情報紙としてかなりしっかりと作
られている印象です。私たち新聞記者
は記事を書くのが仕事ですが、多くの
業務を持ちながら広報紙を作成されて
いるのは率直によくやられていると思
います。
　内容を見ると、行われた過去の記事
が多いように思いますので、終わった
ものよりもこれから行われるものを掲
載したほうが、より読者に興味を持っ
てもらえるのではないでしょうか。
　我々地方紙はローカルネタが命で
す。そういった意味で、各地域の情報
を広く取り上げているところは良いで

すね。共通して言えることは「正しい
情報を伝えること」、そして「しっか
りと地元のことを伝えること」が大切
です。記事は、『１００を聞いて１を
書く』と言われます。それだけ取材が
大事です。私にも過去、誤った内容を
掲載し指摘を受けた苦い経験がありま
す。そのときは取材が足りなかったと
反省しました。
　行政情報も大切ですが、地域の人が
元気になる記事を大切にしてほしいで
すね。それと、市の職員がもっと紙面
に出たほうがいい。そうすることで、
市役所に親しみを持ってもらえると思
います。

　広報しょうばらは市の歴史書として一番
だと思います。毎月欠かさず発行されてい
るので、市で起こった出来事が月の流れで
把握できますし、情報が凝縮されているの
で市の歴史を知るのにとても役立ちます。
過去の広報紙は大切に保存し、興味を持っ
た記事があれば広報紙を見返して、当時と
今の違いを確認するなどしています。
　広報しょうばらはうまく構成されていて、
よくできていると思います。私も自治振興区の役員として振興区だよ
りを担当しているので、広報紙を作成される苦労がよく分かります。
地域のことがわかるカメラレポートがいいですね。写真が白黒だとな
かなか伝わってこない部分があるので、ぜひカラーページを増やして
ほしいですね。
　市民と行政をつなぐ一番のパイプ役は広報紙だと思いますので、今
後も頑張ってください。

記念すべき創刊号の表紙

全 16 ページ。巻頭は新生庄原市の
出発に期待する市民の声を掲載した

広報しょうばら

広報しょうばら

　毎月、皆さんのご家庭にお届けしている市の
情報紙「広報しょうばら」。合併した平成 17 年
４月に創刊し、今月で１００号を迎えました。
　今回は、「広報紙」について、少し目を向け
てみたいと思います。

市民と行政をつなぐ一番のパイプ役が
「広報しょうばら」だと思います

地域を元気にする記事を大切に、
しっかりとした情報を正しく伝えること

Intervew

Intervew

増
ま す だ

田　敏
としあき

明さん（東本町）

創刊100号

創刊100号

中国新聞社　庄原支局長
　森

もりした

下　敬
けい

さん

ボランティアグループ「声の友」

情報を伝えるプロに聞く

１_ 増田さんは合併以降
の広報紙をすべて保存。
２_チェックリストを作
り、旧庄原市の広報紙も
収集。３_ 何か気になる
ことがあれば、すぐ手に
取って確認しています。

１ ２

３録音作業の様子

  　広報しょうばら｜２０１３．７月号｜ 2 3｜２０１３．７月号｜広報しょうばら


